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１　会社概要、対象範囲 Page.１

① 事業所名及び代表者氏名

株式会社宮本土建 代表取締役　宮本　忠博

② 所在地

本社 〒656-0446 兵庫県南あわじ市八木寺内１２８９番地

資材倉庫 〒656-0446 兵庫県南あわじ市八木寺内１２８５番地(無人）

③ 環境管理責任者及び事務局

総務担当 TEL：0799-42-0249

E-mail:miyamoto-d@plum.ocn.ne.jp

URL:https://miyamoto-doken.p-kit.com/

④ 事業活動内容

総合建設業 (土木工事、建築工事)

建設許可番号 兵庫県知事許可　特－１第８０１１８８号

収集運搬許可番号 第０２８０９０７８８６０号(自社運搬）

⑥ 事業年度

２０２２年度（２０２２年１０月　～　２０２３年９月）

　

⑦ 事業規模

売上高 １０２，２２６　万円

従業員 ２９人

事務所床面積 ３２４　㎡

倉庫床面積 ３８４　㎡

⑧ 認証登録範囲(全組織・全活動）

登録事業者名：株式会社宮本土建

対象事業所：本社・資材倉庫



２ 環境経営方針

　株式会社宮本土建は、建設業を営む立場から地域環境の保全と

その継承の重要性を認識し、継続的な環境負荷の低減と持続可能な

循環型社会の構築に貢献します。

１．環境理念に基づいた「環境経営システム」を構築し、事業活動

   を通じて発生する環境負荷を抑制するために、次項を実行し、継

   続的な改善と予防に努めます。　　　　　

① 二酸化炭素排出量の削減

② 廃棄物の削減及び再生利用の推進

③ 水使用量の削減

④ 地域貢献活動の推進

⑤ 環境に配慮した工法の採用

２．関係する環境関連法規制や地元との約束事を遵守します。

３．環境経営システムの継続的改善を図ります。

４．本方針を従業員に周知させると共に、社外へも公開します。
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代表取締役 宮本忠博

環　境　経　営　方　針

環　境　理　念

基　本　方　針

制 定 日 ： 平成23年4月1日
改 訂 日 ： 令 和 4 年 4 月 1 日

株 式 会 社 宮 本 土 建



３　環境経営目標と実績

電力排出係数0.433(㎏-Co2/kWh)は、関西電力のR4.1.7公表を用いました。
化学物質の使用はありません
評価基準　　○･･･目標達成　　△･･･目標未達成(計画値10％以内）　　×･･･目標未達成
【評価】
作業所が近隣であったため、事務所での業務が増えたため、電力の使用量が増え、未達成となってしまいました。
灯油の使用をできる限り減らせるようにしていきます。
LPGについては、2021年度実績がないため、2022年度の実績をもとに目標値を設定しました。
現場事務所での水洗トイレの設置や緑化の水やりの為、使用量が増えてしまいました。
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達成状況
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　中長期の環境経営目標は、2020年度の環境負荷実績を基準に３年間に毎年１％減の最終年度時３％
削減目標としました。

％

中長期目標基準値
2020年
度　実績 目標 実績目標 （達成率）

二
酸
化
炭
素
の
削
減
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４　環境経営システム体制図

・ 環境経営に関する統括責任
・ 環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能等経営資源の準備
・ 環境管理責任者を任命
・ 代表者による課題とチャンスの明確化及び定期的な見直し
・ 環境経営方針の策定・見直し及び全社員への周知
・ 環境経営目標、環境経営計画書の承認
・ 代表者による全体の評価と見直しを実施
・ 環境経営レポートの承認
・ 環境経営システムの構築、実施、管理
・ 環境負荷の自己チェック及び環境への取組みの自己チェックの実施
・ 環境関連法規等の取りまとめ表の作成及び遵守評価
・ 環境経営目標の設定、環境経営計画の策定
・ 教育訓練計画の立案と実行管理
・ 環境関連の外部コミュケーションの窓口
・ 環境関連業務の手順書作成
・ 環境関連の事故及び緊急事態の想定と手順書の作成
・ 環境活動の取組結果を代表者へ報告
・ 環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・ 環境管理責任者の補佐
・ 環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・ 環境活動の実績集計
・ 自部門における環境経営システムの実施
・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・ 自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・ 緊急事態対応訓練の実施及び記録の作成
・ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・ 環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚
・ 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

各部門

全従業員

役割 責任・権限

代表者

環境管理
責任者

環境事務局

資材倉庫（重機）　１ヶ所

各建設現場所長兼
エコアクション21担当者

作 業 所 作 業 所 員
下 請 等 の
協 力 会 社

環 境 管 理 責 任 者
環 境 事 務 局

工 事 部 総 務 部
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事 務 所 代 表 者

改 訂 ： 令 和 ５ 年 ４ 月 ３ 日
制定：平成２２年 ７月 １日環境経営システム体制図



５　環境経営実績 Page.５
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６　環境経営計画の取組内容と達成状況及び評価、次年度の取組内容 Page.６

10 1 4 7

˜ ˜ ˜ ˜

12 3 6 9

月 月 月 月

室内不在時、昼休みの消灯 〇 〇 〇 〇

不使用PCの電源OFF徹底 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

エコドライブの実行 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

車両の保守点検 〇 〇 〇 〇

アイドリングストップ 〇 〇 〇 〇

作業に合せた機械の選定 〇 〇 〇 〇

作業に合せたアクセル操作 〇 〇 〇 〇

乗り合わせやまとめ走行 〇 〇 〇 〇

マニフェストの管理 〇 〇 〇 〇

再資源化施設への搬入 〇 〇 〇 〇

廃棄物の分別回収に努める 〇 〇 〇 〇

節水の呼びかけ 〇 〇 〇 〇

不必要な水の垂れ流し禁止 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

漏水点検 〇 〇 〇 〇

防犯パトロール 〇 〇 〇 〇

河川清掃の実施 〇 〇 〇 〇

全島一斉清掃への参加 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

今年度も同等の
取組を行い、目
標達成できるよ
う意識を徹底す
る。

工事に沿った取
り組みを今年度
も推し進める。

低騒音型の機
械を選定するな
どの取組が行わ
れた。

目標を達成でき
た

節水に対する心
掛けは出来てい
るが、現場事務
所での使用が
増えてしまった。

現場で使用する
分は、雨水等を
するなど、今後も
節水に努めてい
く。

混合廃棄物の
分別も出来てお
り、リサイクル率
を向上できた。

作業所の場所や
工事の内容で
使用量の増減
があるが、アイド
リングストップや
エコドライブへの
心掛けなどは、
根付いている。

次年度の
取組内容

冷暖房適正温度の徹底（夏
季27℃　冬季20℃）

エアコン使用の
時期には、温度
管理やフィル
ター清掃すな
ど、気を付ける。

実施状況

エアコンのフィルターをこまめ
に清掃する

こまめにスイッチ
を切るなど、節
電に関する行動
が自然にとれる
ようになってきて
いる。

特に極寒期や猛
暑期はアイドリン
グしがちになる
ので、休憩室を
活用すなど、アイ
ドリングはしない
ようにする。

当面、この調子
で取り組んでい
く。

取組結果の
評価

（2022/10/1～
2023/9/30）

№

①

②

車載用具の整理、不要な積載
物の排除

廃
棄
物
排
出

量
の
削
減

廃遺物のリ
サイクル率

化
石
燃
料
消

費
量

ガソリン

軽油

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電
力
消
費
量

環境経営目標 実施手段

④

⑤

水道水使用量の
削減

③ 現場内の散水は河川及び雨
水をできるだけ使用する

環境に配慮した
工法の採用

地域貢献活動
の実行

使用重機、発電機を超低騒音
での使用

環境に配慮した施工方法の
提案



７　次年度の環境経営計画 Page.７

室内不在時、昼休みの消灯

不使用PCの電源OFF徹底

冷暖房適正温度の徹底（夏季27℃　冬季20℃）

エアコンのフィルターをこまめに清掃する

エコドライブの実行

車載用具の整理、不要な積載物の排除

車両の保守点検

アイドリングストップ

作業に合せた機械の選定

作業に合せたアクセル操作

乗り合わせやまとめ走行

マニフェストの管理

再資源化施設への搬入

廃棄物の分別回収に努める

節水の呼びかけ

不必要な水の垂れ流し禁止

現場内の散水は河川及び雨水をできるだけ使用する

漏水点検

防犯パトロール

河川清掃の実施

全島一斉清掃への参加

環境に配慮した施工方法の提案

使用重機、発電機を超低騒音での使用

№ 環境経営目標 実施手段
責
任
者

工
事
部

化石燃料消費量

総
務
担
当

①

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電力消費量

ガソリン

軽油

②

廃
棄
物
排
出
量

の
削
減

廃棄物のリサイクル
率

総
務
担
当

総
務
担
当

③ 水道水使用量の削減

総
務
担
当

工
事
部

⑤ 環境に配慮した工法の採用

④ 地域貢献活動の実行



８　環境取組事例 Page.８

河川清掃

工事箇所付近の清掃活動を実施

環境に考慮した工法を採用している

熱中症対応の教育状況 消火活動訓練状況



９　環境関連法規制等の遵守状況

当社に適用される主な環境関連法規等の遵守状況

最新版確認日 ：

遵 守 評 価 日 ：

№ 法律名・条例名 評価

収集運搬･処分業者との適正な契約 〇

マニフェスト伝票の保管(A,B2,D,E) 〇
(法律第137号) 廃棄物置場の表示と保管基準の遵守 〇

対象工事の確認及び届出 〇

分別解体の実施 〇

特定建設資材廃棄物の再資源化 〇

実施記録の作成 〇

再生資源、建設工事副産物の再利用 〇

再生資源利用計画書・実施記録の作成 〇

浄化槽法 保守点検　清掃　法定検査(法第11条) 〇
(法律第43号)

騒音規制法 特定建設作業の届出（7日前） 〇
(法律第98号) 敷地境界線での規制基準(85dB以下) 〇

振動規制法 特定建設作業の届出（7日前） 〇
(法律第64号) 敷地境界線での規制基準(75dB以下) 〇

兵庫県環境保全条例 特定建設作業の届出（7日前） 〇
(条例第28号)

フロン排出抑制法 フロン機器の簡易点検及び定期点検の実施と記録の保管 〇
(法律第39号)

道路交通法 道路規制時における届出 〇
(法律第105号)

オフロード法 〇
(法律第41号) 〇

規制対象車両の登録禁止 〇

規制対象車両の指定地域通行禁止 〇

水路業務法 届出書を海上保安庁長官に提出 〇
(法律第102号)

グリーン購入法 環境物品の購入 〇
(法律第100号)

災害時における応急対策(兵庫県) 〇

災害時における応急対策(南あわじ市) 〇

上記の通り環境関連法規及び条例を遵守しており、違反はありません
また、関係当局より違反等の指摘も過去5年間ありません
訴訟等に関しても過去5年間１件も発生しておりません

令 和 5 年 10 月 2 日

令 和 4 年 10 月 1 日

遵守すべき要求事項

基準適合表示（あるいは少数特例表示）が付された特定
特殊自動車の使用が義務付け
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14
災害時における応急対策業務

に関する協定

13

12

11

2

1

自動車ＮＯＸ・ＰＭ法

建設業の再生資源利用省令

廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律(廃掃法)

10

9

8

7

建設リサイクル法

6

5

4

3

(法律第104号)



１０　全体の評価と見直し・指示 Page.１０

見直し年月日 ：

代表者 ：

当社の取組にあうものを検討する

電力使用量〇
化石燃料消費量〇
廃棄物のリサイクル率〇

・廃棄物排出量の削減 水使用量×
・水使用量の削減 グリーン商品購入×

地域貢献活動〇

・地域貢献活動の推進

環境負荷に大きな変化はないか　　　　　 特になし
環境への取組状況に変化はないか 特になし
法規、条例の内容に変更はないか　　　　変更無し
法規制は遵守しているか 遵守している
実施体制は効果的か 効果的である
教育・訓練は実施されているか 実施している
外部からの苦情や要望は何か

実施及び運用は適切か 適切である
緊急事態への準備と訓練は適切か 適切である
取組状況の確認は適切か　　　　　　　　　　 適切である
問題の是正処置は有効か 有効である
文書・記録の作成と整理は適切か 適切である
※ 環境レポートの内容は適切か 適切である
※ 環境活動事務所に備付け、

2011年に認証・登録し、環境活動に取り組んできた結果、従業員の環境意識の向上は実感している。
削減限界が近づいており、従業員の意識だけでは達成できない項目もありますが
環境負荷の低減活動を今後も続けてゆき、更なる向上を目指すこと。

※次年度以降への展開を重点に記載する

2023年12月14日

宮本　忠博

見直しに必要な情報
環境管理責任者の報告

代表者による評価
変更の
必要性（従業員の提案を含む）

環境経営方針
環境経営方針に示された環境への取
組の基本的本心は現在も適切か

適切に実施できているが、見
直しは必要に感じる

■有り
□無し

環境経営目標
及び環境経営

活動計画

環境経営目標・計画の達成状況は妥
当か

仕事内容やその時の環境が大き
く作用するため一概に満足するこ
とはできないが、着実に成果は上
がってきたいる。

・二酸化炭素排出量の削減
□有り
■無し

・事務用品のグリーン商品購入の促
進 環境に配慮した工法の採用〇

・環境に配慮した提案・施工の実績
環境目標、活動計画のテーマ及び目
標値は適切か

その他の環境
経営システム

特に問題はなく、システムとしては
有効だと判断できる

□有り
騒音・振動、砂ぼこり、ディー
ゼル車走行

■無し

ホームページでの公開は最新版
か

前回の代表者
指示事項の

フォローアップ

未達成の項目について、理由を分析し達成に向けて取り組んできましたが、仕事内容で大きく変わる中で、よく取り組
めていると思います。新たな設備の導入は出来ませんでしたが、免許の取得や講習会の参加し、知識の向上士、人材
育成をすすめることができました。

代表者による全
体の評価・指示

実施体制
実施体制は効果的であり、変更の必
要性はないか

実施体制は効果的である 実施体制は継続する □有り
■無し


